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我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
て
お

り
、
昨
年
の
全
産
業
に
お
け
る
死
亡
災
害
は
過
去
最
少
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
製
造
業

の
死
亡
災
害
は
前
年
を
上
回
り
、
ま
た
、
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は
、

三
年
連
続
で
増
加
し
た
。
特
に
熱
中
症
や
第
三
次
産
業
に
お
け
る
災
害
の
増
加
が
顕
著

と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
労
働
人
口
の
高
齢
化
、
急
速
な
世
代
交
代
の
進
行
に
よ
る
現

場
力
の
低
下
、
若
年
者
層
の
危
険
に
対
す
る
認
識
の
希
薄
化
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
な

ど
に
伴
い
、
安
全
衛
生
教
育
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
危
険
予
知
活
動
な
ど
の
安
全

衛
生
活
動
が
低
下
し
て
い
る
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
一
般
健
康
診
断
に
よ
る
有
所
見
率
は

年
々
増
加
し
、
ま
た
過
重
労
働
等
に
よ
り
尊
い
命
や
健
康
が
損
な
わ
れ
る
事
案
が
発
生

し
て
い
る
。
更
に
は
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
強
い
不
安
、
悩
み
又
は
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
労
働
者
は
、
半
数
を
超
え
、
化
学
物
質
に
よ
る
労
働
災
害
も
多
く
発
生
し
て

い
る
。
病
気
を
抱
え
た
労
働
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。 

こ
う
し
た
中
、
国
、
事
業
者
、
労
働
者
等
全
て
の
関
係
者
は
、
第
十
三
次
労
働
災
害

防
止
計
画
に
掲
げ
る
重
点
事
項
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
昨
年
度
策
定
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
４
５
１
０
０
、
更
に
は
、
本
年
七
月
に
改
正
さ

れ
た
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
指
針
に
基
づ
き
、
経
営
ト
ッ
プ
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
安
全
衛
生
活
動
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。 

 

令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
、
労
働
災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を

実
現
す
る
こ
と
は
、
全
て
の
働
く
人
、
全
て
の
国
民
の
願
い
で
あ
る
。 

千
年
の
歴
史
・
伝
統
と
先
端
・
革
新
を
融
合
し
た
、
こ
こ
「
京
都
」
で
開
催
さ
れ
る

本
大
会
は
、
企
業
の
垣
根
を
越
え
て
情
報
提
供
や
学
習
、
異
業
種
交
流
を
行
う
場
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
労
働
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
こ
れ
以
上
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た

に
し
、
全
て
の
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
労
働
災
害
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

令
和
元
年
十
月
二
十
三
日 

第
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